奨励賞候補者の推薦・応募書類について

日本助産学会では、奨励賞候補者を公募しております。

推薦・応募は，以下の書類を作成し、日本助産学会事務局にメールまたは郵送してください。
メールでの提出を推奨します。
　　（１）応募申請書（様式1）…1通　

　　（２）業績の概要（様式2）…1通　

（３）本学会で発表した抄録または論文１編（コピー／別刷り／PDFのうちいずれか）………1通

（４）推薦書：他薦の場合のみ必要（様式3）……1通

※ メール送付の場合、事務局からの受領に関する連絡がない方は、再送または電話連絡をお願いいたします
※ 郵送の場合、封書には、『奨励賞推薦書類』と朱書してください。


様式１　　　　    　　　　　日本助産学会　奨励賞応募申請書
日本助産学会　理事長　片岡弥恵子 殿

申請者氏名：　　　　　　　　　  　　印

連絡先住所：

TEL：　　　　　　　　　　　　　　　　E-mail：　　　　　　　

下記の通り推薦・応募します。　

	賞　
	奨励賞

	受賞候補者
	氏名（ふりがな）：　　　　　　　　　　　　　   

生年月日：　　　　　　　　　　　         （会員歴　　　年）

所属機関名：

　職名：

　所在地：

　TEL：　　　　　　　　　　　　　　　　E-mail：

	
	現住所：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　TEL：　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

	候補者の略歴
	


様式２　　　　　　　　　　　　　業績の概要（奨励賞）
候補者名:　　　　
      　　　　　
	※赤字の記述内容は削除し、指示に沿って必要事項を記載してください
「日本助産学会表彰関連委員会規程ならびに細則」に基づき審査対象に該当する内容を具体的に記載（別紙添付はＡ４縦に横書き）

1. 活動歴等
① ３年以上日本助産学会会員であること。 

② 助産実践者としての活動歴が10年以上であり、応募年度を含む過去３年間に
本会で発表した助産実践者で、助産実践の向上や開発に貢献していること。

2. その他

　審査の際に参考となる事項があれば記載してください


　　　　　　　　　　

様式３　　　　　　　　　　　　推薦書（他薦のみ）（奨励賞）   
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　          候補者名:　　　　    　　　 　
	推薦理由：
※赤字の記述内容は削除し、指示に沿って必要事項を記載してください
記載する事項

奨励賞：助産実践の向上や技術開発発展に向けての貢献内容、及び助産実践臨床への示唆内容




奨励賞の規程





(１)　資格


① ３年以上日本助産学会会員であること。 


② 助産実践者としての活動歴が10年以上であり、応募年度を含む過去３年間に本会で発表した助産実践者で、


助産実践の向上や開発に貢献していること。





(２)　選考基準


助産実践の向上や技術開発の発展への先見性があり、将来助産実践に関して更なる成果が期待できること。


受賞資格を有する者の自薦、又は本会会員の推薦のうち、候補者を委員会が選出する。





（３）選考方法


活動実績のある者を表彰関連委員会が選出する。


選出された候補者は、理事会の議を経て授賞者と決定する。








一般社団法人 日本助産学会 事務局


〒116-0011 東京都荒川区西尾久7-12-16　株式会社ソウブン・ドットコム　内


TEL：03-3893-0111　


E-mail： jam-member@soubun.org








